
令和４年第７回久米島町議会定例会一般質問

令和４年９月６日～９月８日



質問順 質　問　者 質　問　事　項

1.ウミガメの保護について

２.畜産の振興について

１．専門職員の確保について

２．道路行政について

３．新たな観光地の整備について

１．公共施設の意義について

２．ＤＭＯについて

3.包括連携協定の活用について

４．町道の整備について

１．町防災計画について

２．農業振興について

３・健康増進施策について

2 幸地　猛 令和４年９月６日（火）

令和４年第７回９月定例会一般質問通告一覧表

質　問　日　程

1 翁長　学 令和４年９月６日（火）

3 盛本　實 令和４年９月６日（火）

4 真栄平　建正 令和４年９月６日（火）



質問順 質　問　者 質　問　事　項

１．耕作地等、供給設備事業の現状確認と今後への取組について

２.海岸漂着ゴミの対応対策、現状と今後の取組について

１．学校教育について

２．久米島高校魅力化について

１.ウミガメと漁業の共存について

2.新型コロナウイルス感染症対策について

３.ひとり親家庭等生活支援事業について

４．離島及び広域相談体制整備事業について

１．松くい虫について

2.危機管理について

３．道路整備について

6 富永　肇 令和４年９月７日（水）

令和４年第７回９月定例会一般質問通告一覧表

質　問　日　程

5 東江　浩明 令和４年９月７日（水）

7 新垣　幸子 令和４年９月７日（水）

8 赤嶺　秀德 令和４年９月７日（水）



質問順 質　問　者 質　問　事　項

１.鳥島射爆撃場と政治について

２.自然再生とアオウミガメ問題について

３.バーデハウスの対応について

１.海洋深層水について

２.県道イーフ線及び県道132号線（ビーチ通り）の現況について

１．松くい虫について（三役、全島を視察したことを前提）

2.町内の森林のカヅラについて

11 喜久里　猛 令和４年９月８日（木）

令和４年第７回９月定例会一般質問通告一覧表

質　問　日　程

9 宇江原総清 令和４年９月８日（木）

10 棚原　哲也 令和４年９月８日（木）



席番 質問者 質問事項 要旨

12 翁長　学
1.ウミガメの保護につい
て

　本町の海岸において、ウミガメが瀕死の状態で発見された。漁師によるとカメの異常繁殖という。町としてはどう対
処するか。
（1）発見された当日の対処は
（2）町として今後の対処は
（3）ウミガメ館の保護活動は

２.畜産の振興について
（1）10月に第12回全国和牛能力共進会が行われる（鹿児島大会）。本町は今回予選にも出品できなかった。次回
　大会に向けて和牛改良組合、本町も取り組む必要があると思う。そこで、鹿児島大会に視察研修の計画はないか。
（2）牛舎周辺の道路整備について（比屋定地内）

13 幸地　猛
１．専門職員の確保に
ついて

　保健師、保育士、消防職員、専門職員、技術系職員などの確保について、厳しい状況にあると聞いている。解決に向け
て取り組んでいくと思いますが、具体的にどう取り組んでいく考えなのか伺います。
（1）まず、現状について伺います。
（2）具体的な取り組みについて伺います。

２．道路行政について

（1）町道整備について
　　町内には整備すべき道路が多数ある。緊急度、重要度をもとに優先順位を整理して道路整備を進める必要があ
　ると思います。そのためには、久米島町道路整備計画を策定して進める必要があると思いますが、その考えについて伺
います。
（2）農道整備計画についてはどうなっているか伺います。

３．新たな観光地の整
備について

　イーフビーチから奥武島、オーハ島、ハテの浜まで関連する地域を、バーデハウス再生プロジュエクトと関連させて、魅
力ある景観の整備計画を策定し、島の観光振興に繋げていく考えはないか伺います。
（1）泊フッシャリーナ横の空き地（残土置き場）の整備について。
（2）オーハ島の開発について。

令和４年９月　議会　一般質問



席番 質問者 質問事項 要旨

2 盛本　實
１．公共施設の意義に
ついて

　本町の公共施設において利用率の低下や周辺の環境と調和が取れていない施設が幾つかある。その代表的なものが、
具志川漁港であり隣接する陸上防波堤、そして奥武島の階段式護岸等々がある。その施設が町として、整備効果や必要
性について検証した事があるか。今後、負の遺産として後世に残すことになるのではないかと懸念している。その施設等の
意義について町長の考えを伺います。

２．ＤＭＯについて

　改めて次の件について伺います。ＤＭＯ推進協議会については、町としてこれまで多くの予算を投入してきたと思われる
が、その事業の内容及び効果が良く理解できない。次の項目について説明していただきたい。
（1）ＤＭＯの目的は？
（2）事業の計画年度は？
（3）これまでの補助額は？
（4）これまでの成果は？
（5）今後の方針について？

3.包括連携協定の活用
について

　本町として複数の団体と包括連携協定を締結していると思うがその活用について、次の項目について説明を求めます。
（1）包括連携協定の目的は？
（2）協定団体数について？
（3）目的達成のために現在どの様な事をしているのか？
（4）その効果は？
（5）今後の方針について？

４．町道の整備につい
て

　基幹的な町道の一部分において未整備の箇所があり、道路機能として十分に発揮されていないのが現状である。
今後どのような手法で整備を図ろうとしているのか伺います。
　次の路線です。
（1）具志川城跡線
（2）飛行場城跡線
（3）鳥島清水線



席番 質問者 質問事項 要旨

10 真栄平建正
１．町防災計画につい
て

　沖縄近海の地震の多発等防災の重要性がさらに高まっており、また行政危機管理は自然災害、コロナ、その他
新たな危機に対応する専門性が重要になっている。
（１）所管課と担当者の配置基本方針（職階、防災関連業務経験年数、研修、その他）、避難訓練への参加者状況
　を伺う
（２）真泊地区の避難施設整備の整備時期、事業費を伺う。また避難経路と避難場所の変更の有無、変更の理由、
　変更の地域説明状況、避難訓練への参加者状況を伺う
（３）FM久米島の難聴地域箇所とその対策について伺う

２．農業振興について

　久米島農業の基幹であるサトウキビを守り、農家の所得を上げるには生産コストの削減しかない。化学肥料の高騰
により農家はさらに厳しい状況になっている。国の肥料高騰に伴う支援策を着実に取り込み、あわせて生産経費削減策に
強力に取り組む必要がある。
（１）肥料価格高騰による国の支援策概要を伺う。
（２）国の支援条件とする化学肥料の削減取組に対する、町の具体的対応策を伺う。
（３）サトウキビ生産に係る経費の内訳とそれぞれの割合を伺う。

３・健康増進施策につ
いて

　高齢者の免許返納等により移動手段の確保が必要となっている。お年寄り、地域住民の健康増進のために必要である。
（１）ホタルドームバス停の設置について
（２）仲里総合ｸﾞﾗﾝﾄﾞの再整備について



席番 質問者 質問事項 要旨

11 東江　浩明
１．耕作地等、供給設
備事業の現状確認と今
後への取組について

（1）本町内各農地へ給水配管整備状況について伺う。

（2）土地改良区、業務対応対策について伺う。

２.海岸漂着ゴミの対応
対策、現状と今後の取
組について

（1）漂着ゴミの回収対策事業内容について伺う。

（2）回収後の対応事業内容について伺う。

3 富永　肇 １．学校教育について

（1）本町の教育理念、一人ひとりの「確かな学力」の向上「生きる力」を育む教育として、知・德・体の調和の取れた
　教育に取り組むとありますが、教育理念を数値化し、検証したことはあるか伺います。
（2）ＧＩＧＡスクール構想の現状について。
　新型コロナウイルスが蔓延している現状を踏まえ、人流の多い夏休み明けは感染状況の悪化が予想されるが、ＧＩＧＡス
クールを稼働した際の課題等はあるか伺います。
（3）連携型中高一貫教育校の取り組みについて。
　本町では義務教育の中学校と県立である久米島高校の連携型中高一貫教育校の取り組みを進めていると思いま
すが、具体的な内容を伺います。
（4）本町、中学校の部活動外部コーチ及び指導者について。
　本町の２中学校に何名の部活動外部指導員がいるか伺います。
（5）教職員の業務負担軽減について。
　前町長が掲げていました教職員の業務負担軽減について、桃原町長も同様に教職員の業務負担減について取り組ん
でいく方針か伺います。

２．久米島高校魅力化
について

　久米島高校の園芸科は未だ「沖縄県立高等学校編成整備計画」において定員募集停止を見送られている状況にあり、
離島留学制度を導入している現状でも定員に達していない。園芸科の存続問題は、いずれ県から示されるものと考えま
す。久米島高校魅力化事業の現状の活動内容と今後の取り組み方針を伺います。



席番 質問者 質問事項 要旨

7 新垣　幸子
１.ウミガメと漁業の共存
について

　「ウミガメ死骸30匹超」の見出しで7月16日の琉球新報に掲載があった。以下、7点について伺う。
（1）以前から網が破られる被害があった。また、ウミガメがアマモなどの海草を食べることで「海が砂漠」になっている
影響で砂が動き、サンゴに覆いかぶさったり、砂が堆積した浅瀬で漁船が航行できない被害がでている。町はこれ
まで、このような状況に対しどのような対策をとってきたか伺う。
（2）今回、沖縄県に現状の報告と今後の取組について報告していますが、その内容について伺う。　あわせて、沖
縄県の考え方や対応方針について、どのような見解だったか伺う。
（3）関係者団体との共通認識をもって、今後のことについて意見交換を行ったと思うが、その具体的内容について
伺う。
（4）町長の謝罪のコメントの中に「ウミガメの専門家や国・県等の関係機関の指導助言を受ける」とありますが、特に
専門家の方から、どのような指導助言があったか伺う。
（5）漁の網の損害補償保険はあるか伺う。
（6）今回のようにウミガメが大量に発生し、漁に支障をきたした場合、網からウミガメを離したりする緊急的な協力体
制が必要だと思うが見解を伺う。
（7）コロナの状況が落ち着いた際に、ウミガメを含め生物の生態系や共存について専門家を招聘して講演会を開催しては
どうか伺う。

2.新型コロナウイルス感
染症対策について

　連日約20～30人の陽性の方が確認され、公立久米島病院の外来診療を一部制限するなど逼迫の状況の中で、医療関
係者の方々の懸命なるご対応に心から感謝申し上げます。ここで、4点お伺いします。
（1）重症患者や療養患者の本島への移送について、どのように行っているか。
（2）ひとり暮らしや高齢者の方、家族全員が感染した場合、日常生活の買い物や食事など、どのような対応を行っ
　ているか。
（3）４回目のワクチン接種について、見解を伺う。
（4）島内での療養所（ホテル等）の確保について、見解を伺う。その際、医師又は看護師の常駐も必要となる。

３.ひとり親家庭等生活
支援事業について

　ひとり親家庭の生活の安定とその子どもの健やかな成長や、自立に向けた支援を行うことが必要ですが、３点伺う。
（1）久米島町のひとり親世帯は何世帯か。
（2）その世帯に、支援してほしい内容等を調査したことはあるか。
（3）沖縄県ひとり親家庭生活支援事業のゆいはぁと事業があり、その活用を考えていただきたいですが、見解を伺う。



席番 質問者 質問事項 要旨

４．離島及び広域相談
体制整備事業について

　沖縄県の子どもの貧困対策に関する取り組みの中で、国や県がこの事業を設けていることに対し、心から感謝申し上げ
ます。以前から、とても待ち望んでいることでありました。ここで、４点伺います。
（1）事業概要と進捗状況について
（2）予算の確保について
（3）この事業を実施するためにあたっての課題と対応について
（4）スケジュール等、今後の取り組みについて

11 赤嶺　秀德 １．松くい虫について

　松くい虫防除の進捗状況について３点伺う。
（1）現在も除去は行われているか。
（2）累計にして約何本の松を処理したか。
（3）本町のどの地域を主に処理したか。

2.危機管理について 　本町における危機管理の体制は充分に整っているか、また、指揮系統は充分に機能しているか伺う。

３．道路整備について
　令和３年12月定例会において、字儀間地内のガードパイプの腐食について質問した。当局も危険であると認識している
との答弁でした。その後の進捗状況について伺う。



席番 質問者 質問事項 要旨

5 宇江原総清
１.鳥島射爆撃場と政治
について

　ウクライナ戦争は冬までに終わらせねばとの言動が出ている。一方、我々、沖縄は台有事に際しペロシ米下院議長の台
湾訪問によって、戦争がより現実的になった。アメリカのバイデンが「一つの中国」と言いながら、台湾に現実的変化があれ
ば、「軍事介入」と言っている。アメリカ得意のダブルスタンダードだ。私は大方、武器供与のみと見る。町長に伺う。
（1）台湾有事や更なる劣化ウラン弾の使用は「国の専権事項であり、答弁は控える」としているが危機管理能力はないの
か。
（2）自衛隊幹部が「対中戦争の攻撃拠点、戦場は沖縄だ。住民を守るのは自治体だ」と言っている。その対応は。

２.自然再生とアオウミガ
メ問題について

　私が６月２日、県南部農林土木事務所等と面談し、「河川の三面コンクリート等は造らせない」との約束を取り付けた。県
内土木業者によると本島では三面コンクリートはもとより、裏込めコンクリ河川は造っていないとのことです。当たり前のこと
だ。久米島町では疑念を抱くことをやってのける。この三面コンクリート護岸やアオウミガメ等の問題はすべて自然環境に
帰着するものだ。例えば、食物連鎖や自然の循環によって成り立っている。町長に伺う。
（1）アオウミガメのモズク荒らしはいつから知ったか。
（2）「島の豊かな藻場」と言っているが豊かか。
（3）ウミガメ館の管理状況は。

３.バーデハウスの対応
について

　バーデハウスは町民の健康管理と観光目的と聞いている。第三セクターの㈱オーランドを設立、現在は閉館している。次
のことを伺う。
（1）「久米島リゾートプロジェクト実現に向けて（2019年度進め方の追加ご提案　2019年４月）」、県外企業から文書が提出さ
れている。他のオファーからの文書提出は。
（2）令和元年（2019年）5月31日株主総会において、町は「バーデハウス運営説明」をした。提案企業からの提案条件とし
て
・株主への出資金のうち町出資分を除いた負担とする。
・㈱オーランドの残存債務9,000万円を負担する。他３項目。
　この提案をされた、いきさつと他のオファーからの提案はなかったか伺う。



席番 質問者 質問事項 要旨

8 棚原　哲也 １.海洋深層水について

　水量の絶対量が不足して、これ以上の海洋資源の開発や関連産業の創出を図ることが困難な状況として、大規模取水
管導入計画を立てている。
（1）深層水利用の現状について、島内外の業種別状況は。
（2）企業用地の活用状況及び今後の用地の確保計画等について。
（3）企業誘致の取組状況について伺う。

２.県道イーフ線及び県
道132号線（ビーチ通
り）の現況について

　町の景観条例の重点地区内にある県道の早期整備及び町道の適正管理について伺う。

9 喜久里　猛
１．松くい虫について
（三役、全島を視察した
ことを前提）

　先の議会でも取り上げたが、減る気配がなく今後どうするか。担当課は県と調整しているか。町長は国と調整しているか。
被害松が5,000本として、２億の金が必要である。このことについて、町単独では無理だと思うので県と国の助成を得る必要
がある。

2.町内の森林のカヅラ
について

　ヤブカヅラやアサガオ、その他のカヅラが町内の木・木々をおおっている。いずれ木が枯れるが、その対策をどうするか。
森林作業員を1人置く必要はないか。


